
キ 厚別西厚信会【厚別区】 取組年度 Ｈ30 Ｒ1 
地理・地形 対象災害種 災害脆弱性 地区の範囲 協議主体 取組のテーマ 
平野部 地震・水害 河川 単位町内会 委員会 水害対策 

（1）地区の概要   

 南高北低のなだらかな平坦地、厚別川と野津幌川に挟まれた狭隘の地にまちが

ある、地盤は泥炭地で軟弱である、約 3,300 世帯、人口 11,000 人であり大きな単位

町内会である。 

（2）災害リスクと課題   

平成 26 年９月の大雨の際に厚別川が氾濫寸前となり、道路冠水も多数見られるな

ど水害リスクの高い地区である。 

（3）取組の概要   

５本の川があるため、水害リスクに重点を置いた計画を作成 

講演会 

平成 26 年９月の大雨で厚別川が氾濫寸前になったことをきっかけに、
過去の防災計画を見直し、改めて防災計画を策定することとした。独自に
防災計画策定の検討会や研修会を実施していたところ、モデル地区の指定
があり、厚別西厚信会防災委員会を中心に地区防災計画の策定に取組んで
いる。 

地区防災計画の策定に向けて「厚別西厚信会

防災委員会」を設置し、月２回のペースで検討を

重ねながら、風水害と地震について着目して自主

的にマニュアルや避難計画を整備した。洪水時の

安全な避難場所として、地域内にある「天理教羽

幌分教会」「DCMホーマック厚別西店」「（合）西

友厚別店」に地域独自で働きかけ、協定を締結し、

一時避難場所を確保した。
ワークショップの様子 
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（4）取組プロセス   

（5）会長からのコメント   

（6）有識者からのアドバイス・助言など   
・平成26年９月の大雨時の反省を行い、問題を明確にして取り組んでいる点がとて
も良く、また、避難できる場所の確保から運営までを自分たちで行えたのは、町内
会としても自信になったと思う。 
・目標を明確にし、それに対して話し合いを続け、訓練を通じてブラッシュアップし
ていくという取組は、他の地区のお手本になると思う。 
・市役所が作成した要支援者名簿を生きた名簿にするため、組織的に声をかけられる
よう議論を重ね、できることから取組を続けてほしい。 

（三重大 川口准教授）

日時 回数等 内容 
Ｈ30.5 第 1 回ＷＳ 地区防災計画について 

H30.6 防災講演会 
演題：激化する豪雨に伴う洪水氾濫への備え
講師：室蘭工業大学大学院工学研究科くらし環境系領域

教授 中津川 誠 氏
Ｈ30.7 第 1 回防災委員会 想定される災害、避難所、備蓄などについて 
Ｈ30.7 第２回防災委員会 具体的な水害について 
Ｈ30.8 第 3 回防災委員会 避難勧告と避難場所について 
Ｈ30.9 第 4 回防災委員会 一時避難場所と要配慮者について 
Ｈ30.9 第 5 回防災委員会 防災ハンドブックや要配慮者について 
Ｈ30.10 第 6 回防災委員会 一時避難場所と北海道胆振東部地震の振り返り 
Ｈ30.10 第 7 回防災委員会 防災規則とハザードマップについて 
Ｈ30.11 第 8 回防災委員会 マニュアルと要支援者名簿について 

Ｈ30.11 気象勉強会 
演題：風水害と防災気象情報について
講師：札幌管区気象台 気象防災部予報課 

大規模氾濫対策気象官 森 洋一 氏
Ｈ30.12 第 9 回防災委員会 防災規則・マニュアル・マップについて 
Ｈ30.12 第 10 回防災委員会 防災規則・マニュアル・マップについて 
Ｈ30.12 第 11 回防災委員会 地区防災計画(案)と今後の研修などについて 
Ｈ31.1 第 12 回防災委員会 地区防災計画素案について 
Ｈ31.3 地区防災計画策定
Ｒ1.10 防災研修会 演題：地域における「後者の防災」を考える 

講師：一社）Wellbe Design 理事長 篠原 辰二 氏 

平成 26 年９月の大雨時には、厚別川が氾濫寸前になっても
対応することができなかったが、地区防災計画の策定に取組
み、平成 30年 9月 5 日の台風と翌日の地震発生の際は、直ち
に被害状況等の確認、連絡、避難所の開設・運営等に対応でき
た。また、会員の防災意識が向上するとともに、行政と良い関
係性が構築できた。令和２年度は、災害対策本部の開設・運営
に関する研修及び訓練、要配慮者と支援者との行動要領の検
証、地域内企業等との関係強化に取り組んでいきたい。 井上 一弘 会長
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（7）地区防災計画の概要  

①水害に対する準備 

②要配慮者避難支援基本事項 
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計画の項目

・防災委員会の取組 
（地域特性、水害に対する
準備、地震災害について等） 
・防災規則 
・要配慮者避難支援 
・防災マニュアル 
・洪水ハザードマップ 



①水害に対する準備 
過去の災害での河川の水位、天気図などを参考にして、平常時からの心が
けと気象情報について検討してまとめた。 
②要配慮者避難支援基本事項 
 基本方針を定め、要配慮者と支援者の条件と内容の検討を行い、情報の共
有方法も含め表に整理した。 
③洪水ハザードマップ 
 地域の標高を色分けして厚別川と野津幌川の避難危険判断水位を明記し、
地域のハザードマップを独自に作成した。 
④避難場所及び連絡先 
各種避難所を整理した。「天理教羽幌分教会」「DCMホーマック厚別西店」
「（合）西友厚別店」に地域独自で働きかけ、地区の一時避難場所として設定
した。 

③洪水ハザードマップ 
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④避難場所及び連絡先 

計画の説明


